
乙
乙
で
は
、
子
育
て
の
む
ず
か
し
さ
を
、
地
域
生
活
調
査

の
集
約
と
討
論
の
中
で
、
と
こ
と
ん
話
し
合
い
、
親
が
、
教

師
が
生
活
を
支
え
、
生
き
る
意
欲
に
み
ち
た
家
庭
ず
つ
く
り
を

し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
変
わ
ら
な
い
乙
と
に
、
そ
し
て
、

そ
れ
ほ
ど
今
日
の
政
治
の
反
動
化
や
衰
退
や
経
済
の
混
乱
や

家
庭
に
づ
か
づ
か
と
あ
が
り
乙
ん
で
く
る
商
品
文
化
に
私
た

ち
は
、
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と
に
気
づ
き
は
じ
め
、

そ
れ
へ
の
挑
戦
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

乙
の
集
会
で
出
さ
れ
た
様
々
な
現
状
や
課
題
を
、
冬
の
集

会
（
一
月
五
・
六
日
新
潟
市
鳥
屋
野
潟
「
ホ
テ
ル
湖
畔
」
）

で
、
じ
っ
く
り
と
学
習
し
、
理
論
化
し
て
い
く
次
の
と
り
く

み
を
し
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
新
詞
県
教
育
研
究
也
議
会
事
事
局
長
・
新
詞
東
工
業
）

八
高
校
学
習
会
〉

第
十
二
回
夏
期
大
学
習
会

三
井
富
士
夫

一
九
七
二
年
の
発
足
以
来
、
今
年
第
十
二
回
目
の
夏
期
大

学
習
会
を
、
八
月
二
十
四
、
二
十
五
日
の
両
日
、
新
潟
市
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

高
校
学
習
会
は
、
「
民
主
的
高
校
教
育
を
発
展
さ
せ
る
た

め
の
課
題
を
学
習
し
、
実
践
す
る
乙
と
」
を
目
的
と
し
、
年

三
回
の
会
誌
「
学
習
」
や
、
会
報
を
通
じ
て
、
会
員
二
百
余

名
の
参
加
の
も
と
で
、
積
極
的
に
か
っ
先
進
的
な
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
特
に
〉
教
育
運
勤
の
取
組
み
に
弱
さ
を
も

っ
高
教
組
内
に
あ
っ
て
、
教
育
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
活
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

部
夏
期
大
学
習
会
で
は
、
ま
ず
、
埼
玉
県
高
教
組
、
白
鳥

勲
書
記
長
の
講
演
「
教
育
臨
調
攻
撃
に
立
ち
む
か
う
教
育
運

動
」
が
行
な
わ
れ
、
今
日
の
教
育
を
と
り
ま
く
情
勢
、
全
国

の
組
合
運
動
の
現
状
と
問
題
点
、
民
主
教
育
推
進
の
展
望
と

課
題
や
、
革
新
統
一
戦
線
の
立
場
に
立
っ
た
す
ぐ
れ
た
埼
高

教
の
運
動
を
じ
か
に
聞
き
、
多
く
の
教
訓
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
特
に
、
長
年
蓄
積
さ
れ
て
来
た
実
践
活
動
を

も
と
に
、
今
ま
で
の
実
践
の
総
括
と
到
達
点
、
そ
し
て
、
今

後
の
展
望
・
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
、
新
た
な
発
展

へ
の
区
切
り
点
と
位
置
付
け
、
四
つ
の
分
科
会
に
わ
か
れ
活

発
な
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

マ
第
一
分
科
会

「
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
や
る
気
の
あ
る
学
校
を
ど
う
つ
く

る
か
」

首
藤
氏
（
三
条
高
）
の
基
調
報
告
と
参
加
者
の
実
践
報
告

を
も
と
に
、
学
級
経
営
を
考
え
る
視
点
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
は
、
「
父
母
・
生
徒
の
学
校
・
教
師
不
信
を
解
く
」
た

め
の
実
践
｜
｜
学
級
通
信
、
家
庭
訪
問
、
第
二
に
、
「
集
団

と
環
境
が
生
徒
を
変
え
る
」
と
い
う
視
点
で
の
指
導
｜
l
管

理
と
生
徒
の
も
つ
文
化
を
高
め
る
諸
活
動
、
教
室
環
境

e
つ
く

り
、
第
三
に
、
「
基
礎
学
力
を
ど
う
つ
け
る
か
」
と
い
う
視

点
に
立
っ
た
担
任
の
役
割
等
々
が
中
心
的
に
論
議
さ
れ
ま
し

た。マ
第
二
分
科
会

「
わ
か
る
授
業
を
ど
う
つ
く
る
か
」

宮
本
氏
（
燕
工
高
）
の
基
調
報
告
に
よ
り
、
今
ま
で
の
学

習
会
で
の
実
践
の
ま
と
め
と
問
題
点
が
、
詳
し
く
分
析
さ
れ

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
低
学
力
の
克
服
や
自
主
編
成
の

問
題
で
の
コ
口
同
校
生
の
発
達
課
題
を
考
慮
し
た
興
味
あ
る
教

材
、
学
習
の
あ
り
方
、
質
的
な
学
力
の
と
ら
え
方
が
重
要
」
、

「
全
人
類
的
課
題
と
結
合
し
た
学
習
の
あ
り
方
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
今
後
の
実
践
方
向
へ
の
重
要

な
提
起
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
、
今
ま
で
に
な
く
、

多
く
の
実
践
が
乙
の
分
科
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

マ
第
三
分
科
会

「
非
行
克
服
・
学
力
向
上
に
と
り
く
め
る
学
校
を
ど
う
つ

く
る
か
」

民
主
的
学
校
づ
く
り
で
先
進
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
黒

埼
高
の
小
島
氏
は
、
基
調
報
告
で
、
高
教
組
内
に
あ
る
、
「
機

械
的
労
働
者
論
」
に
よ
る
部
解
体
方
針
の
誤
り
を
明
ら
か
に

す
る
と
同
時
に
、
「
民
主
的
学
校
と
は
」
を
、
多
く
の
学
校

の
実
践
例
を
も
と
に
、
「
豊
富
な
実
践
の
中
で
方
向
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
」
と
今
後
の
方
向
を
明
確
に
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
視
点
と
し
て
、
①
学
校
の
教
育
課
題
が
教
職
員

集
団
の
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
か
、
＠
民
主
的
教
職
員

集
団
の
形
成
が
す
す
ん
で
い
る
か
、
⑥
校
務
分
掌
や
学
校
運

営
が
民
主
的
に
決
め
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

マ
第
四
分
科
会

「
地
域
の
教
育
運
動
・
平
和
運
動
を
ど
う
す
す
め
る
か
」
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小
田
氏
（
高
志
高
）
の
基
調
報
告
に
も
と
づ
き
、
「
地
域
・

父
母
と
ど
う
結
び
つ
き
」
、
運
動
の
量
的
、
質
的
発
展
を
ど

う
築
く
か
で
、
活
発
な
論
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

す
ぐ
れ
た
実
践
が
あ
り
な
が
ら
も
、
乙
れ
ら
多
様
な
実
践
の

関
連
が
十
分
検
討
さ
れ
て
乙
な
か
っ
た
乙
と
の
弱
さ
が
、
今

ま
で
の
歴
史
的
経
過
を
含
め
て
提
起
さ
れ
、
地
域
の
教
育
懇

談
会
へ
の
教
師
の
か
か
わ
り
な
ど
、
日
常
的
な
広
が
り
の
あ

る
地
域
の
教
育
運
動
の
方
向
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
一
日
間
に
わ
た
り
論
議
や
、
基
調
整
口
・
実
践
報
告
に
よ
っ

て
、
今
後
、
高
校
学
習
会
が
、
よ
り
多
く
の
会
員
に
よ
る
研

究
・
実
践
交
流
の
場
と
し
て
前
進
す
る
上
で
、
大
き
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
－
く
は
、
十
月
発
行
の
会
誌
「
学
習
」
恥
引
を

ど
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
高
校
学
習
会
事
穫
局
長
・
新
潟
江
南
高
）


